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　建築音響の模型実験に用いる（500。〆，一．100・k。）

　1／3オクターブバンドパスフィルタの試作
1／30ctet’e　Ban［I　Pess　Filter（．SOOcts～IOO　kc）for　Scale　Model　Experimemt　in　ArrhitectuTa］Acoust［es
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1，はしがき

　建築音響の模型実験では相似則を満たすために，模型

の縮尺だけ反対に実験に用いる音の周波数を高くしなけ

ればならない．そのため通常の音響実験とは周波数帯域

を異にする音を用いるので，これに即した測定器が必要

となる．ここに報告するフィルタは1／10～1／20の模型

による実験を対象に試作した500c／s～100　kcをカバー

する1／3オクターブバンドパスフィルタである．

2．　フィルタの構造

　バンドパスフィルタには，　i）定K剋，丘｝同一周波

数の二つの共振回路を結合させたもの　hi’）増幅器に選

択性のフィードバックをかけたものなどが考えられる

が，もっとも簡単な第1図のような定K型を採用した．

このフィルタの通過帯域と各素子との関係は次の式で示

される，
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　この式にしたがって中心周波数が500c〆5～100　kcの

1／3オクターブバンドパスフィルタのLとCの値を計

算すると別表のようになる．

4，　フィルタの組立

3．LとCについて

　Lは外径25mm，っぽ型のオキサイドコアにエナメ

ル線を巻いて製作し，磁気回路に設けられたギャップに

磁気テープを挿入してインダクタンスの調節を行なっ

た．

　Cは市販のMPコンデンサ，マイカコンデンサ等を

組み合わせて所要の容量のものを作った．

　フィルタはそれぞれの周波数のものごとにユニァト比

し，第2図のように乙は5mm厚のベータラ4ト版を

閥に入れてrつのLを重ねて固定し．こ言しに接近させ

てCを配置した．欧洲の製品のなかにはLを直接重ね

て固定しているものがあるが、実験の結果このようにす
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第2図　7イルタのユニソト
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るとL相互の同の結合が生じて思わ

しくなかったので，前述のようにベー

クライト板をはさんだところ，それぞ

れ独立させた場合と変わらない特性が

えられたので，スペースの節約のたゐ

このような取付け方を採川した、

　これらの各ユニットはアルミニュム

板に取り付けられ第3図のようにキャ

ビネットに入れ，2回路24接点の切

換スイッチによって連続的に切り換え

られ．る構造とし，さらにこれらのフィ

ルタを通らないover　allとの切換スイ

ッチを設けた．

　なお1kcくらいから下の周波数で
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第4図　1／3オクターブバンドパスフィルタの周波数特性

は．これより上の周波数にくらべて通過帯域における挿

入損失が大きくなったので，各フィルタのユ＝ットにそ

れぞれT型のアテネータを入れて，通過帯域の挿入損失

が一6dBになるように調節し，　over　allの回路にも一

6dBのアテネータを入れた．これは低音域でLが比較

的に大きくなるところに対してはコアが小さすぎたため

で，もっと大型のものに太い線を巻けば低音域でも挿入
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損失が増大しなかったと思われる．

5．　フィルタの総合特性

　完成後の特性は第4図のようであった．80kc付近か

ら上で周波数とともに減衰がへっているのはストレーヰ

ヤパシティによるもので，この点に留意してシールドを

特に厳重にしたが防ぎきれなかったものである．しかし

500kcで一47　dB程度であって実用上の支障はないも

のである，最後にこのフィルタの概略の仕様を記して君

く，

　概略仕様

　i　中心周波数　500，630，．・．．・．80kc，ユODkc，［24帯

　　　　　　　　域）

　il　帯域1隔　1／3オクターブ

　it一　遮断特性　中心周波数から1オクターブはなれた

　　　　　　　周波数における減衰45dB以上

　iv入出力インピーダンス　600　n不平衙

　v　許容入力　10dBm

　　　　　　　　　　　　　　　（1965年5月11日受理）

　　　　　　　　　　第3図
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